
1992年9月29日22時38分レーダー 

１．気象経過 
29日21時には日本海と紀伊半島西部に前線を伴った低気圧があって東北

東に進んでいた。一方千島近海には高気圧があり、この影響で低気圧の
東進速度が遅くなっていた。発達中の日本海にある低気圧は、閉塞過程に
入っていたが、ここに向かって高度1500m付近では強い南東風が吹いてい

た。一方南岸にある低気圧に向かって南西から暖かく湿った強い風が吹い
ており、県内は、南東風と南西風が収束する状況にあった。遠州南では、
低気圧の接近する29日夜遅くから明け方にかけて、収束域に沿うように南
西－北東の線状に分布した積乱雲が次々とかかり、解析雨量で60mmから
70mmの非常に激しい雨が断続的に続いた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静岡県気象災害小史 
事例  No12 

被害数は、静岡県  平成4年における災害の状況等による 

アメダス ３日間雨量 
9月28日～30日  

２．大雨の原因、特徴 
日本海と南岸に低気圧がある場合（二つ玉とも
呼ばれる）、どちらの低気圧の影響が強いか（ど
の程度下層の風が強まるか）により、静岡県の
大雨分布は異なる。地上付近が南寄りの風とな
らない南岸低気圧では、沿岸部主体の大雨とな
ることが多い。本事例は、さらに二つの低気圧に
よる風の収束などによる効果が加わり、線状分
布となった強雨域が暫く停滞したため大雨となっ
た。気圧配置は異なるが、下層風の収束類似例
として1998年9月23日～24日がある。 

３．被害概要 

 

アメダス１時間降水量（正時毎） 
9月29日から30日最大値 

アメダス 日雨量 
9月30日 

４．アメダス雨量分布図 

５．アメダス雨量時系列変化図 

アメダス 日雨量 
9月29日 

 1992年9月29日21時 
高層（850hPa）天気図 

 1992年9月29日21時地上天気図 
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アメダス浜松 時別、積算降水量  

アメダス掛川 時別、積算降水量  
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解析雨量（１時間雨量） 
1992/9/29～9/30 
期間内毎正時における 
1時間雨量の最大値 

解析雨量（３時間雨量） 
1992/9/29～9/30 
期間内毎正時における 
3時間雨量の最大値 

解析雨量（１２時間雨量） 
1992/9/29～9/30 
期間内毎正時における 
12時間雨量の最大値 

解析雨量（６時間雨量） 
1992/9/29～9/30 
期間内毎正時における 
6時間雨量の最大値 

解析雨量（２４時間雨量） 
1992/9/29～9/30 
期間内毎正時における 
24時間雨量の最大値 
 

解析雨量（３日間雨量） 
1992/9/28～9/30 

解析雨量と浸水害分布図からわか
る大雨の特徴 
 
浜松市とその周辺市町で局地的に激しい雨が
降り、一部猛烈な雨となった。浜松市付近を中
心に多数の浸水害が発生しているが、床下浸
水棟数と比較して床上浸水棟数が少ない。こ
れは次頁に示すように、強雨に小康状態が数
時間あり、かつ地域が僅かにずれた事にある。
これらの状況が少し変われば、記録的な災害
となっていた可能性がある。発生から発達まで
が急激な現象であることから、予想が難しい現
象であるが、同地域は、この様な現象が稀に
発生するので、この様な気圧配置となった場合
は、警戒が必要である。 

解析雨量（２日間雨量） 
1992/9/29～9/30 

７．床上、床下浸水被害分布図 
                                            （市町毎） 

６．解析雨量分布図 

被害数は、静岡県  平成4年における災害の状況等による 



解析雨量（１時間雨量） 
1992/9/29 22時 
 

解析雨量（１時間雨量） 
1992/9/29 23時 
 

解析雨量（１時間雨量） 
1992/9/30 0時 
 

解析雨量（１時間雨量） 
1992/9/30 1時 
 

解析雨量（１時間雨量） 
1992/9/30 2時 
 

解析雨量（１時間雨量） 
1992/9/30 3時 
 

解析雨量（１時間雨量） 
1992/9/30 4時 
 

解析雨量（３時間雨量） 
1992/9/29 23時～ 
199/9/30  1時 
 

解析雨量（３時間雨量） 
1992/9/30 2時～4時 
 

８．その他の記録  
  8.1解析雨量 毎時1時間雨量分布図 9月29日 22時～30日4時  3時間雨量分布図9月30日1時、4時  


